様式１
自　立　更　生　者　推　薦　調　書
	
	 都　道　府
 県（市）名
	

	 　（ふりがな）
   氏　　　　　　名
	 
	  性 別
	   男
 　・
   女
	 生年月日
	  明
  大　　　年　　　月　　　日
  昭　　　（満　　　　歳）

	
	
	
	
	
	

	（ふりがな）
現住所
	

	
	

	   現在の職業名
	

	 　障害の状況
	障害の種類 (身体障害者の場合は等級の対象となった障害）
	
	身体障害の等級又は療育手帳に記載された障害の程度
	
	 障害発生
 （判定）
 年月日
	  明
  大　　年　　月　　日
  昭

	 　生活の状況
	 生活保護
 被保護の有無
	   　有・無
	本人の収入の有無

（年金以外）
	有・無

	
	 配偶者の有無
	     有・無
	
	

	就業歴
（障害発生後のみ）
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	自立更生の概要
（おおむね２５０字

以上３５０字以内）
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	賞　罰　歴
	厚生労働大臣
表彰の有無
	有（　 年　 月　 日）・ 無
	受賞理由
	

	
	知事（市長）
表彰の有無
	知事 ・ 市長
有                   ・ 無
年　 月　 日
	受賞理由
	

	
	叙勲又は
褒章の有無
	叙勲 ・ 褒章
有　　　　　　　　　 ・ 無
年   月   日
	褒章の受賞理由
	

	
	その他
	
	
	

	 　参考事項
	


記載事項
自立更生者
1 必ず別紙「様式１」に記載すること。
2 「氏名」欄は、略字を用いないで戸籍どおり正確、かつ、明瞭に記入し、ふりがなを必ず付すこと。
　（例）　斉藤・齋藤・齋籐、安沢・安澤、渡辺・渡邊・渡邉
3 「生年月日」欄の年齢は、表彰実施年の１２月１日現在の満年齢を記載すること。
4 「現在の職業名」欄には、現在の職業（生業となっているもの）を具体的に記載すること。
5 「障害の状況」の「障害の種類」欄には、身体障害の等級の認定対象となった障害又は知的障害のいずれかを記載すること。また、「障害発生（判定）年月日」欄は重複障害者である身体障害者にあっては、主たる障害の発生の時期、知的障害者にあっては、療育手帳に記載された障害の程度が判定された時期を記載すること。
6 「生活の状況」の「生活保護被保護の有無」欄には、本人の属する世帯が生活保護制度の保護を受けていることの有無について、記載すること。
7 「就業歴」欄には、障害者として生業に就いてきた状況を「○年○月～○年○月　△△△会社（販売員）」などと、もれなく、具体的かつ簡潔に記載すること。
8 「自立更生の概要」は、おおむね２５０字以上３５０字以内で次の事項等について具体的かつ明瞭に記載すること。
なお、必ず本欄中に記入することとし、別紙にしないこと。
ア  自立更生の動機並びに更生のための熱意及び努力の実例
イ　自立更生に要した期間及びその経過
ウ　現在の状況及び将来の見込み
エ　本人の特性、その他参考となる事項
9 「受賞理由」欄は、その対象となった功績について、例えば「自立更生者として」「社会福祉事業功労者として」等と簡潔に記載すること。
「褒章の受章理由」欄は、その種類、例えば「藍綬褒章」等を記載すること。
